第７号様式(第１０条関係)
野外活動センター使用料減免申請書
	年　　月　　日　
　　（宛先）
　　MGMグループ
申請者　住　所　　　　　　　　　　　　　　　　
団体名　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者　　　　　　　　　　　　　　　　
電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　
　　次のとおり申請します。

	使 用 日 時
	年　　月　　日(　　) 　　　時　　分から
年　　月　　日(　　) 　　　時　　分まで　(　　泊　　日)

	使用施設
	□ 研修室（４人部屋　　室、６人部屋　　室、８人部屋　　室）□ 展示室（１・２・３）□ 活動室　□ 調理室　□ いろり棟　　キャンプ場【 □ テントサイト（　　区画）  □ バーベキュー場（　　区画）】 □ 広場

	使用目的及び
活動等の内容
	

	減免申請の理由
（条例施行規則第10条第3項）
	□第１号　本市が事業支援する、社会教育に関係する団体又は公共的団体が、その運営に係る会議又は公益性のある事業のために使用するとき。
□第２号　本市で活動する、青少年育成団体、青少年団体、社会福祉に関係する団体、子育て支援に関係する団体、ボランティア団体又は特定非営利活動法人が、その運営に係る会議又は公益性のある事業のために使用するとき。
□第３号　前２号に掲げる事業以外で、本市が共催する事業のために使用するとき。
□第４号　市内の学校等又は市内の高等学校若しくは本市と提携事業を実施する大学（これらに準じる学校を含む。）が教育活動として使用するとき。
□第５号　前号に掲げる学校等並びに高等学校及び大学以外の学校等又は高等学校若しくは大学（これらに準じる学校を含む。）が教育活動として使用するとき。
□第６号　市内の中学校又は高等学校（これらに準じる学校を含む。）が部活動として使用するとき（顧問等の引率がある場合に限る。）。
□第７号　本市に所在する森林組合、生産森林組合又は共有林の管理組合が、その事業のために使用するとき。
□第８号　国又は他の地方公共団体が主催する事業のために使用するとき。
□第９号　その他使用の目的が公益上による場合（　　　　　　　　　　　）

	減免申請の区分
	□ 免除　　　□ ５０パーセント減額

	
上記の申請に基づき、次のとおり決定してよろしいでしょうか。

	決定区分
	□ 承認する　（□ 免除　　□ ５０パーセント減額）
□ 承認しない（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)



